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第９章 整備 

１ 方向性 

廉塾ならびに菅茶山旧宅の整備は，特別史跡の本質的価値の確実な保存と適切な活用を目的とし

て行うものであり，整備の内容は「本質的価値などを保存するための整備」と「活用のための整備」

に分けられる。このうち「活用のための整備」は，本質的な価値の保存を前提とし，「本質的価値

などを保存するための整備」と調整・調和させながら整備を進める必要があり，加えて，周辺環境

を含めて検討することになる。 

こうしたことを踏まえ，廉塾ならびに菅茶山旧宅の整備の方向性を，次のように設定する。 

 

■江戸時代中後期の教育環境などを追体験できる場としての廉塾ならびに菅茶山旧宅の整備 

廉塾ならびに菅茶山旧宅を江戸時代中後期の教育環境やそこでの学び・暮らしを追体験できる場

とするため，居住・生活との調整を図りながら，特別史跡指定時の形態・意匠を基本に，建造物の

保存修理などに取り組むとともに，保存や維持管理のための施設の整備・更新を計画的に進める。 

なお，今後の発掘調査等によって，廉塾が機能していた時代などの遺構が確認された場合は，そ

の保存・活用・整備について検討する。 

■廉塾ならびに菅茶山旧宅の公開・活用のための施設整備 

廉塾ならびに菅茶山旧宅の利用を促進するため，解説や展示，休憩，駐車場などの施設・設備の

整備について，地域・関係団体との連携を図りながら指定地周辺を含めて検討する。 

■廉塾ならびに菅茶山旧宅周辺における文化財などの整備 

県指定の重要文化財・史跡である神辺本陣（跡）の保存修理に取り組み，廉塾ならびに菅茶山旧

宅などと連携した活用を図る。また，県指定の史跡である菅茶山の墓など，周辺の指定文化財の保

存及び保存施設（説明板など）をはじめ周辺環境の整備に努める。 

その他，近世山陽道や沿道に存在する文化財などを調査・把握し，その保存・活用について検討

するとともに，可能なものについては文化財指定や保存対策を講じる。 

また，未指定の文化財を含め，説明板の設置など周辺環境の整備に努める。 

■神辺地域などにおける周遊ネットワークづくりに向けた整備 

廉塾ならびに菅茶山旧宅をはじめ神辺地域，更には福山市全体などにおいて，文化財などをつな

ぐ周遊コースづくりやその活用に資するため，サイン（案内板，説明板，誘導標識…）などの計画

的な整備に努める。 

 

２ 方法 

廉塾ならびに菅茶山旧宅に関わる４つの整備の方向性に基づき，具体化を目指す又は検討する整

備の方法（内容）を示す。 
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 表 9-1 整備に関する主要な取組（具体化を目指す又は検討する整備の方法）        

整備の方向性 
整備方法（内容） 

特別史跡の指定地 指定地の周辺 その他 

江戸時代中後

期の教育環境

などを追体験

できる場とし

ての廉塾なら

びに菅茶山旧

宅の整備 

○建物の復旧・整備（保存修理等） 
 ・祠堂 
 ・廉塾・付属施設 
 ・米蔵（北側） 
 ・茶山旧宅 
 ・寮舎 
 ・表門（両サイドの土塀を含む） 
 ・書庫 
 ・米蔵・納屋・馬小屋・物置 
 ・中門など 
○その他建造物の復旧・整備（保存修理等） 
 ・井戸跡 
 ・その他（き損している場合） 
○緑地，樹木，竹林の整備 
○保存施設の整備 
 ・説明板，名称表示板，制札（注意札） 
 ・竹垣（更新・整備） 
 ・北東側のブロック塀，スレート塀（景観等に

配慮した囲いに再整備） 
○維持管理施設の整備 
 ・防災設備の更新・整備 
 ・水道・照明・電気設備の更新・整備 
 ・電柱・電線類等の景観対策 

※金粟園跡，新塾
跡を追加指定
した場合は，そ
の保存（保存管
理）と合わせ
て ，整備・活
用について検
討する。 

－ 

廉塾ならびに

菅茶山旧宅の

公開・活用の

ための施設整

備 

○公開・活用施設の整備 
 ・園路（動線）・広場 
 ・案内板・解説板 
○休憩施設の整備 
 ・ベンチの設置（屋外は緑陰の維持・確保） 
 ・既存建物（寮舎など）を利用した休憩の場な

どの確保・整備 
○展示・解説・ガイダンス機能の検討 
 ・既存建物（寮舎など）を利用した確保・整備 
 ・音声解説，ＩＣＴの活用の検討（再掲） 
○トイレの整備の検討（中・長期的） 
○送迎スペースの整備（舗装など） 
○管理施設の検討（既存建物の活用など） 

○ 駐 車 場 の 確
保・整備の検討 

○トイレの設備
等の充実・整備
の検討 

○案内板・誘導標
識の整備 

 
 

○案内板・誘導標
識の整備 

廉塾ならびに

菅茶山旧宅周

辺における文

化財などの整

備 － 

○神辺本陣（跡）
の保存修理，そ
の他保存及び
公開・活用，管
理運営のため
の施設整備 

○菅茶山の墓の
環境整備（説明
板の更新・整備
など） 

○案内板・誘導標
識などの整備 

－ 

神辺地域など

における周遊

ネットワーク

づくりに向け

た整備 

○周遊ネットワークづくりを考慮した案内板な
どの整備 

○周遊ネットワ
ークづくりを
考慮した案内
板・誘導標識な
どの整備 

○周遊ネットワ
ークづくりを
考慮した案内
板・誘導標識な
どの整備 

○個々の文化財
の保存・活用に
向けた整備の
検討 
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【参考：史跡等の保存・活用の手法】         ※「史跡等整備のてびき（Ⅰ・Ⅱ）」を参考に作成 

 

法的措置 
 

史跡等の指定・追加指定 
  

  
現状変更等の許可申請に係る事務 

   
   周辺地域の環境の保全のための法的

規制等    

行政的措置 
  指定地の土地・建物の管理団体指定

あるいは公有化   

 

  
保存活用計画の策定（本計画） 

  
  日常的な維持管理に関する施策・そ

の他   

 
    

主
と
し
て
保
存
を
目
的
と
す
る
技
術
（技
術
的
措
置
） 

  
維持管理 

  
点検 

    

      
  

維持的措置 
  

  保存のための
管理 

  
保存・管理 

  保存施設（標識，説明板，境界標，
制札（注意札），囲い等）       

  

    
  応急的に行う小規模な地形等の復旧

及び小修理等   

 
  

防災（安全） 
  

防災施設（安全対策→整備・活用） 
    

    
  

耐風・耐震・耐雪のための補強等 
  

    

  
急傾斜地等の崩落防止 

  
  

病虫害防除，鳥獣対策 
  

  
復旧 

  
遺構等の保存 

  
保存処理（植栽への対応を含む） 

      

   

   
  

保存環境の改善 
  

  
修復 

  
保存修理 

    

   
  復元修理（保存修理の一部をなす） 

復元展示   

 

 

  

主
と
し
て
保
存
に
関
わ
る
事
項 

主
と
し
て
保
存
に
関
わ
る
法
的
・行
政
的
措
置 

主
と
し
て
活
用
に
関
わ
る
事
項 

○環境基盤の整備 
地盤整備（盛土造成，排水施設など），修景，環境保全（植生の整備） 

○遺構の表現 
遺構空間の表現（地形復元など），遺構の表現（展示，表示，復元），解説・展示 

○公開・活用及び管理運営に関わる施設の整備 
公開・活用施設（園路・広場，解説板，案内板，音声解説，ＩＣＴ活用の解説） 
便益施設（休憩施設（あずまや，ベンチ等），トイレ，水飲み，緑陰）， 
ガイダンス施設・体験学習施設，展示施設（模型展示等） 
維持管理施設（防災設備，水道設備，照明設備，電気設備） 
運営管理のための建物（管理棟，倉庫），駐車場 

※その他：公開，立案・宣伝，運営 

学術調査（発掘調査・史資料調査等） 


